
1. 故・齋藤直美前理事長を偲ぶ
第 7 代理事長として当奨学事業のために力を

尽くし、昨年 11月 28日に 83歳で逝去された齋

藤直美氏を偲ぶ会が、2月 26日に豊田市内ホテ

ルにて開催されました。辰野克彦ＲＩ理事、佐

藤芳郎ＲＩ理事エレクト、三木 明ロータリー財

団管理委員、当会からは 

若林紀男理事長、小沢一彦

名誉理事長、山崎淳一副理

事長、水野 功副理事長、ほ

か常務理事などが参加し、

故・齋藤前理事長の足跡を

静かに振り返りました。 

偲ぶ会では、豊田ＲＣ実

行委員長の河本輝雄氏の挨

拶につづき、若林理事長に

よるお別れの言葉が述べられました。故人を偲

ぶ映像では、ロータリアンそして家業である病

院院長としての半生、家庭においてはよき父と

して、その生涯において多くの人々に影響を与

え、親しまれたことが伝わってきました。 

また、ロータリー

財団管理委員長のジ

ョン F. ジャーム氏

による追悼のビデオ

メッセージの披露、

献奏、指名献花、一般

献花が行われ、各自

が心の中で氏のご冥

福を祈り、別れを告

げました。

2.   モンゴル教育界の最高勲章を受章
米山学友のジャンチブ・ガルバドラッハさん

（1998-99／山形北ＲＣ）が、昨年 11月 11日、

モンゴル教育界における最高の栄誉、「モンゴ

ル国功労者教員賞」をオフナー・フレルスフ大

統領から授与されました。ジャンチブさんは

2000年にモンゴル初の 3年制高校「新モンゴル

高校」を設立、その後小中高一貫校となり、さ

らには高専や工科大学を擁する「新モンゴル学

園」として、日本にも多くの留学生を送り出し

ています。 

ジャンチブさんから喜びのコメント 

これまでモンゴルの教育のために尽力して

きた努力と小さな成果を高く評価していただ

き、心から嬉しく思うと同時に、一層のパワー

があふれています。この勲章は、これまで新モ

ンゴル学園に関わってきたすべての先生・職員、

また生徒たちが残した功績の結果です。私は常

に「国造りは人造りから、人造りは教育から」

と考えてきました。モンゴルの教育をさらに高

めるため、今後は、公立学校の教育の質を向上

させることに注力したい。個人としても 2019年

4 月から名古屋大学教育学研究科後期課程(博

士課程)に入学し、この目標に添った研究を進

め、フィールドワークとしてモンゴル国内 8つ

の公立校を選定し改革を試みています。これか

らも日本のロータリアンの皆さんに見守って

いただきたいです。 
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3. 寄付金速報  ― 緩やかに回復傾向  ―
2 月までの寄付金は前年同期と比べて 0.9％

減（普通寄付金:0.8％減、特別寄付金:0.9％減）、

約 940万円の減少となりました。まだ前年度寄

付累計額には追い付かないものの、少しずつ好

調に推移しています。ご寄付をいただきました

ロータリアンの皆さまに心より感謝申し上げ

ます。コロナ禍の影響は少しずつ回復がみられ

そうなものの、まだまだ今後の社会情勢を注視

しなくてはなりません。引き続き今後ともご支

援賜りますようよろしくお願いいたします。 

4. 洪水被災者への支援 ―マレーシア米山学友会―
マレーシアでは昨年 12月 17日から降り続い

た豪雨の影響により各地で深刻な浸水被害が

発生、10万人以上が避難を余儀なくされました。 

これを受けてマレーシア米山学友会では 12

月 31 日、パハン州の被災者のためにガスコン

ロ 50台と炊飯器 11台を寄贈。黄麗容
ウォンライヨン

会長ほか

3 人が一台一台に学友会のシンボルマークを貼

って送り出した物資は、

救援団体を通じて無事に

被災者へ届けられまし

た。 

さらに 1 月には、同学

友会中央支部（クアラル

ンプール）がフル・ランガ

ット地区被災者のために

約 5,000 リンギット分の

食料品を寄贈する活動を実施しました。 

黄会長は「被災者は資産のほとんどを失い、

苦しみはまだ続いています。未来に向けて再び

立ち上がる力となるよう、私たち米山学友は最

善を尽くしたいです」と、語りました。 

5.   巣立つ後輩へ  ― サコさんからスピーチ ―
3月 1日、第 2580地区（東

京・沖縄）の期間終了式が開

催され、若林英博ガバナーか

ら巣立っていく米山奨学生

１人ひとりへ終了証が手渡

されました。 

この日は、京都精華大学学

長を務める米山学友、ウスビ・サコさんをホー

ムカミング制度で招へい。サコさんから後輩に

向けて、「日本で居場所を開拓するには」と題し

た１時間のスピーチがありました。 

母国ではない日本において、奨学生たちはど

のようなアイデンティティを持って生きてい

くべきか。ロータリアンはどのように向き合う

ことができるか。多様性とは何か。各自がヒン

トを得ることのできる、大変充実した内容の講

演となりました。また、ロータリー米山奨学生

学友会(東京)のエンフボルド,ガンエルデネ理

事長からは、学友会の活動紹介や積極的な参加

のお願いがありました。コロナ禍のため参加人

数は限られていましたが、奨学生たち、また、

送り出すロータリアンの表情は終始晴れやか

でした。 

学友会寄贈の印を貼る黄会長 

中央支部（KL）ではフードバンクへ寄贈 


